
15 1st 17

18 2nd 10

9 3rd 12

14 4th 14

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 15 2 4 1 3 4 × 12 0 6 0 2

5 DNP 0 0 0 0 0 5 × 12 0 6 0 4

6 DNP 0 0 0 0 0 6 × 11 1 4 0 4

7 DNP 0 0 0 0 0 7 × 10 0 5 0 0

8 DNP 0 0 0 0 0 8 × 8 0 3 2 1

9 / 0 0 0 0 2 9 DNP 0 0 0 0 0

10 × 0 0 0 0 2 10 DNP 0 0 0 0 0

11 × 9 1 2 2 1 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 / 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 × 30 0 12 6 1 14 DNP 0 0 0 0 0

15 × 2 0 1 0 2 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 / 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

56 3 19 9 11 53 1 24 2 11

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

丹藤　和輝

西島　諒

濵﨑　大智

BOXスコア

TEAM  A 東町 桜丘

選　手　氏　名

脇　真大(CAP)

楠田　真央

守嶋　一稀

小原　裕汰

清成　太智

石掛　慎太郎

北風　祐樹

横峰　和也

渡辺　陸斗

山下　希生

東　佳汰

小島　豊

合計

内尾　聡理

鳴海　聖真

坂田　夏樹

魚住　皇稀

秋山　凜太朗

コーチ

稲田俊彦 （所属）

竹原　和真

　東町（熊本）桜丘（大阪）共にハーフコートマンツーマンDefでスタート。桜丘は＃６のジャンプシュートや３Ｐ、＃８のハイロープレーや速攻などで
加点。一方、東町は桜丘の固い守りで得点できない。残り３分２３秒には、東町４－１３桜丘で、東町が１回目のタイムアウトを請求。ゲーム再開
後、落ち着きを取り戻した東町は＃１４のゴール下シュート、＃４の３P、＃１４のドライブなどで追い上げ、東町１５－１７桜丘で１Qを終える。２Q、
東町は＃４、＃１１の連続３Pなどで逆転。残り４分５６秒、東町２５－１９桜丘となったところで、桜丘が１回目のタイムアウトを請求する。その後、
互いに点を取り合い、東町３３－２７桜丘で東町が６点リードで前半を終える。
　３Q開始からしばらく互いに無得点が続き、その後２分４０秒に東町＃１５の得点でスコアが動いた。その後も互いに得点を伸ばすことができな
い中、残り４分を過ぎたころに桜丘＃４＃５の４連続得点で同点に追いつく。さらに、残り２分３１秒に桜丘＃７の速攻からのレイアップシュートで、
３７－３９と桜丘が再び逆転。その後、東町＃１４のゴール下シュートなどで東町がさらに逆転。東町４２－３９桜丘で最終Qへ。４Q、東町＃４の
連続得点で引き離しにかかるが、桜丘は速い攻めから＃４、＃５が得点し、残り２分２５秒に東町５0－５１桜丘と桜丘が再度逆転。その後、東町
＃１４がゴール下でのシュートを着実に決め再び逆転。そのまま東町は逃げ切り、東町５６－５３桜丘で東町が勝利を収める。逆転に次ぐ逆転
で、一時も目を離すことができない好ゲームであった。

永山　圭

松田　圭太上薗　雅也

福井県中体連バスケットボール専門部

戦　　評

記載者

(大阪)

選　手　氏　名

中谷　陸人

髙橋　佑弥(CAP)

TEAM  B

○

大庭　晋一

合計

岩本　亮一

●

東町

(熊本)

西村　侑隼

持田　虎次朗

小林　拓海

原　弘季

コーチ

56

（なし）

（なし）

53 桜丘

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

	 トリムパークかなづ

2016年8月24日(水)

Ａコート　第１試合

会　　場

日　時

得点経過

東條輝正

市川雄介

男　決勝トーナメント１回戦

10:00

TEAM  B

副審

主審

TEAM  A
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